
2014年度オープンキャンパス開催
One Dayセミナー
歯学部学業成績優秀者表彰式
HT学部　社長講座
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新入外国人留学生ウエルカムパーティー

５月25日、坂戸キャンパスにおい

て2014年度最初のオープンキャンパ

スが開催され、歯学部を志望する高

校生や保護者が多く参加した。大学

紹介では、本学の臨床力を重視した

教育システムや入学試験に関する説

明が行われた。その後、キャンパスツ

アーや学食体験では、学生スタッフ

と談笑する様子や、入学後の学生生

活について熱心に質問する姿が見ら

れた。来場者からは「海外研修制度や

カリキュラムが大変充実しているこ

とがよく分かった。ぜひ入学してこ

のキャンパスで学びたい」「臨床力の

高い歯科医師になるための環境や設

備が整っていると感じた」などの声

が聞かれた。

浦安キャンパスでは、６月１日に

外国語、経済、不動産、ホスピタリ

ティ・ツーリズム（HT）

学部志望者を対象としたオ

ープンキャンパスを開催。

多くの高校生、保護者が来

場し、キャンパスは活気に

つつまれた。HT学部志望

でAO入試の受験を考えて

いる者を対象に開かれた

「英語運用能力確認テスト

対策」には多くの高校生が

詰めかけ、真剣な表情で説

明を聴く姿が見られた。

また、本学独自のキャリア支援制

度である「MGO※」を紹介する特

別プログラム「夢を叶えるキャリア

サポート紹介」には予想を上回る参

加があり、内定を獲得した在学生に

よる就職活動体験談は好評を博し

た。終了後には、在学生に直接質問

をする高校生の姿もあり、本学のキ

ャリアサポート制度や就職実績に対

する注目度の高さが窺えた。

­­

編集・発行

企画広報課

好評を博した特別プログラム

2014年度オープンキャンパス開催

※「MGO」は、明海（Meikai）大学独

自のキャリアプログラムで、４年間の学

修を通して学生の成長（Growth）と機

会（Opportunity）を提供するプログラ

ムです。

坂戸キャンパス
歯科医師育成の現場を
紹介

浦安キャンパス
キャリア支援制度紹介に
参加者多数

在学生と歓談しながらの昼食
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５月11日・25日に経済学科、18日

に日本語学科、英米語学科、中国語学

科、不動産学科、ホスピタリティ・ツ

ーリズム学科のOne­Dayセミナーが

浦安キャンパスで開催された。

このセミナーは、学科ごとの特色

を生かした体験・参加型プログラム

を通じて、学科の魅力や学びの楽し

さを知り、興味を深めてもらうこと

を目的としている。

オープンキャンパスとは異なり少

人数定員制のため、教員や在学生と

コミュニケーションがしっかり取れ

ることも魅力のひとつ。参加した高

校生たちは、体験学習やグループワ

ークなどを通じて初対面の参加者同

士で打ち解け、楽しそうに会話をす

る姿や、教員や在学生に将来の進路

や大学生活について質問する姿が見

られた。

参加した高校生からは「在学生か

ら充実した大学生活の話を聞くこと

ができて参考になった」「参加型の授

業で楽しく学ぶことができた。今度

は、オープンキャンパスに参加して

みたい」「今回、One

Dayセミナーに参加

して、入学し、学びた

いという意欲が一段

と強くなった」とい

った感想が寄せら

れ、どの学科も満足

度の高いセミナーと

なった。各セミナー

の実施内容は次のと

おり。

ホスピタリティ・ツーリズム学科One Dayセミナーの様子

OneDayセミナーOneDayセミナー 参加型プログラムを通じて各学科の魅力を体験！

■日本語学科
体験授業や卒業生によるプレゼンテーショ
ン、在学生・卒業生と一緒に作るロードマップ
■英米語学科
通訳演習や都内観光スポットをバスで回りな
がら通訳ガイドをする通訳実地体験
■中国語学科
中国語がすぐに身につく明海メソッドの学習
や中国経済に関する講座、通訳ブースを使
用した通訳体験
■経済学科
東京オリンピックが経済にもたらす影響を予
想する等、身近な話題を取り上げた体験授
業
■不動産学科
教員と在学生による「オリンピックと不動産
学―�2020年東京はこう変わる」と題した講
演やパネルディスカッション
■ホスピタリティ・ツーリズム学科
ＯＧによるパネルディスカッション、エアライン・
ホスピタリティマーケティングに関する講座

OneDayセミナーOneDayセミナー

場所：明海大学浦安キャンパス
高校生・保護者限定/完全事前予約制/参加費無料
お問い合わせ／企画広報課　TEL:047-355-1101

ホスピタリティ・ツーリズム学科
7月27日（日） 13：20～16：00
不動産学科
8月 2 日（土） 15：30～17：30

要予約

携帯電話からQRコードを読み
取り、明海大学公式携帯サイ

ト（http://meikai-m.gdd.jp）に
アクセス。オープンキャンパスペ
ージのOne Dayセミナー予約
画面からお申し込みください。

※詳細は本学公式HP（http://www.meikai.ac.jp）を
ご覧ください。

予約方法

日本語学科One Dayセミナーの様子
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歯学部交換研修
プ ロ グ ラ ム トゥルク大学の研修生と相互交流トゥルク大学の研修生と相互交流
本学歯学部は国際的な歯科医師を育成することを目的として、費用全額大学負

担の海外研修制度を設けるとともに、海外の各国協定校からも交換研修生を受け

入れ、相互交流を積極的に行っている。

６月２日から５日にかけて、フィ

ンランドのトゥルク大学から研修生

員による教育・研究に関する特別講

義を受講した後、昼には教職員らに

よる歓迎パーティーに参加し、和や

かに交流する姿が見られた。さらに、

午後には口腔衛生学の臨床講義と学

内の施設見学、トゥルク大学の教員

による講義が行われた。また、研

修期間中は、昨年の８月にトゥ

ルク大学への海外研修に参加し

た本学学生らが中心となり世話

役を務めるなど、学生同士の交

流も活発に行われた。

引率をしたトゥルク大学の

教員は、「明海大学は、研究活動

に関して異なる分野で多様なプ

ロジェクトが進められており、

活発な大学であることが分かっ

た。教育、臨床、研究の分野にお

いて参考となる点が多くあり、

今後も相互に協力し合い、さら

なる発展につなげていきたい」

と話した。

５月15日、坂戸キャンパスで2014

年度歯学部学業成績優秀者の表彰式

が行われ、学業成績が優秀で、かつ

心身ともに健康、品行方正な各学年

上位10位（２年生は該当年度入学者

の上位10％）の学生54人が表彰され

た。

これは、学生の修学意欲の高揚を

図ることを目的に毎年行われている

もので、今年で30回目を迎える。表

彰式では多くの教職員が見守る中、

学年ごとに受賞者の名前が呼ばれ、

中嶌裕歯学部長から表彰盾が授与さ

れると、会場は温かい祝福の拍手に

つつまれた。

中嶌歯学部長は祝いの言葉を述べ

た後、入学から毎年受賞しているパ

ーフェクト受賞者を紹介し、「皆さ

んは大学の誇りです。今後も仲間と

切磋琢磨し、充実した学生生活を過

ごしてください」とエールを送った。

パーフェクト受賞の学生たち

来学したトゥルク大学の研修生ら

歯学部学業成績優秀者表彰式

２人と教員２人が来学。３日に坂戸

キャンパスを訪れ、午前中に本学教
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私立大学観光系学部の中で日本一

の就職率を誇るホスピタリティ・ツ

ーリズム（以下、HT）学部では、企

業が求める人材の育成を目的に、実

践教育に力を入れている。

HT学部の授業科目「特別講義I（通

称：社長講座）」では、日本のHT業界

を代表する企業の経営トップを招

き、オムニバス形式で業界の動向や

産学連携教育プログラムの一環と

して、2014年４月から新たに「ANA

ツーリズム・ホスピタリティプログ

ラム」がスタートした。これは、明海

大学とＡＮＡグループのシンクタン

クである㈱ＡＮＡ総合研究所が航空

運輸産業を含むツーリズム産業で活

躍しうる人材の育成に寄与すること

を目的に締結した基本合意書に基づ

き、開設されたものである。

このプログラムでは、ＡＮＡグル

ープから派遣された実務経験者が講

師を務め、「ツーリズム（観光）」「Ｃ

Ｓ（Customer­Satisfaction：顧客満

足）」および「サービス」の３つの分

野について、即戦力としての実学知

識・スキルが身につく授業が展開さ

れる。

プログラムを受講している学生

は、「将来、航空業界に就職を希望し

仕事に対する心構えなどを学ぶ。４

月17日に㈱ロイヤルパークホテル常

務取締役総支配人の南安氏、24日に

公益社団法人日本観光振興協会副会

長の舩山龍二氏（HT学部客員教授）、

５月29日に㈱ジャルパック社長の二

宮秀生氏、６月５日に㈱ジェイティ

ービー社長の田川博己氏（HT学部客

員教授）を招き、講義が行われた。

ジェイ

ティービ

ーの田川

社長は、

ツーリズ

ム産業を

取り巻く

環境の変

化とJTB

グループの戦略について説明した上

で、これからのツーリズム産業が果

たすべき役割について「ツーリズム

産業は21世紀の社会をリードすべき

産業。観光立国推進に向け、官と民の

連携とともに、ツーリズム産業全体

での双方向交流の実現が求められ

る」と語った。日本のツーリズム産業

を代表する企業の経営トップの話

に、学生は真剣な表情で聞き入って

いた。

今後は７月３日に㈱ホテルオーク

ラ東京代表取締役社長総支配人の清

原當博氏、10日に㈱アゴーラ・ホス

ピタリティー・グループ代表取締役

CEOの浅生亜也氏を招いての講義

が行われる。

ジェイティービー社長らが講演ホスピタリティ・ツーリズム学部
社 長 講 座

ジェイティービーの田川社長を囲んで

ANAツーリズム・ホスピタリティプログラムがスタート産学連携教育
プログラム

ているのでこのプ

ログラムを履修し

ました。この機会

にしっかりと知識

を身につけ、必ず

夢を実現させたい

と思います」と、や

る気に満ち溢れて

いた。

「航空サービス論」の授業風景

授業科目名
ツーリズム概論

航空サービス論

フライトアテンダント・グランドスタッフ研究

ホテル・リゾート研究

ホスピタリティ論Ⅰ（ホスピタリティ基礎）

ホスピタリティ論Ⅱ（ホスピタリティと産業）

ホスピタリティ論Ⅲ（ホスピタリティ・マナー演習）
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善のために、学生

が中心となり教職

員も協力して行っ

ている。

参加した学生は

「自分たちが学ぶ

キャンパスをきれいにするというこ

とで、やりがいを感じました。今後

も、このような身近なボランティア
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６月９日から27日まで、約３週間

にわたり浦安キャンパスでクリーン

キャンペーンが行われた。これは、学

生のマナー向上を目的として毎年行

われているもので、学内やキャンパ

ス周辺での分煙ルールの徹底、ごみ

の投げ捨てや放置の防止、路上の歩

行マナー向上の呼びかけを行うとと

もに、清掃活動を実施。大学の環境改

マナー向上を呼びかける学生たち

５月10日と11日の２日間、浦安市

商店会連合会主催のイベント「百縁

（ひゃくえん）商店街」が開催され、両

日合わせて69人の本学学生がボラン

ティアスタッフとして参加した。

このイベントは、浦安市商店会の

活性化を目的に昨年から開催されて

いるもので、本学からは２年連続の

参加。子ども縁日の手伝い、ゴミステ

ーション管理やイベントステージ管

理などを行った。

参加した学生からは「被災地であ

った浦安の活性化につながるイベン

トに携わることができたことは自分

５月24日と25日の２日

間、浦安キャンパスのある

浦安市内を流れる境川にお

いて、「カフェテラスin境川」

が開催された。このイベン

トは浦安の魅力を広く知っ

てもらうことを目的とし、

市内の有名ホテルのグルメ

を味わえる出店や特設カフ

ェテラスなどが設

置された。本学からは27人

の学生がボランティアとし

て参加し、スタンプラリー

の運営、景品の受け渡し、絵

馬飾りの受付、ゴミステー

ションの見回りなどを浦安

商工会議所の方と行った。

当日は天気も良く、多くの

市民がイベントに参加し、

学生が担当していたスタン

プラリーではたくさんの子

の中で大きな経験となりました。ま

た、今回は多くの子どもたちが参加

するイベントだったので、子どもた

ちから元気をもらい、楽しみながら

どもたちの笑顔が見受けられた。

ボランティアに参加した学友会中

央委員会の矢野翔大さん（経済学科

４年）は、「市内のイベント補助のボ

ランティアを通じて、浦安市をさら

に盛り上げ、地域に貢献できること

に喜びを感じています。今後も明海

大学の代表として、様々なイベント

やボランティアに参加し、地域に貢

献していきたいと思います」と語っ

た。縁日の手伝いをする学生

百縁
�����

商店街

カフェテラスin境川ボランティア

活動することができました。今後も

地域に貢献できる活動があれば、積

極的に参加したいです」という声が

聞かれた。

スタンプラリーの手伝いをする学生

から積極的に活動していきたい」と

語った。

マナー向上キャンペーンを実施



MEIKAI NEWS LETTER July, 2014 Vol.215

6

５月14日、15日の２日間、これから

就職活動を本格的にスタートさせる

３年生を対象とした就職ガイダンス

が開催され、２日間合計で約700人が

参加した。大学生の就職事情は依然

として厳しいのが現状ではあるが、

本学ではオリジナルの４年間一貫型

キャリアサポート体制を整備し、万

全を期している。

初めに、キャリアサポートセンタ

ーから、本学の就職支援制度の活用

について説明。続いて、㈱学情の東修

三氏より「企業が求める人材とは？」

をテーマとした講演が行われ、企業

は採用する際にコミュニケーション

５月から６月にかけて、浦安キャ

ンパスで４年生を対象とした学内企

業セミナーが開催され、オリエンタ

ルホテル東京ベイ、キリンビバレッ

ジサービス、トヨタカローラ千葉、住

友不動産販売、警視庁をはじめ、ホテ

ルや商社、流通、建設、不動産など、

幅広い業種から約120社が参加した。

学内企業セミナーは、さまざまな

業界・業種の企業が学内にブースを

力を最も重視すること、また、入社後

活躍できるポテンシャルを持ち合わ

設置し、企業の採用担当者が学生に

事業内容や採用情報などを提供する

場で、毎年ここでの出会いをきっか

けに多くの学生が内定を勝ち取って

いる。少人数で直接話を聞くことが

できる絶好の機会とあって、学生た

ちは積極的に多くのブースを訪問

し、人事担当者の話を熱心に聞いて

いた。

セミナーに参加した学生からは、

「仕事内容や求める人材など、インタ

ーネットで調べただけでは得られな

い情報を得ることができた」「業界を

絞り込んで就職活動をしていたが、

違う業界に目を向けるきっかけにな

った」「採用担当者との距離が近く、

気軽に質問できた」といった声が聞

かれた。

内苑孝美キャリアサポートセンタ

ー長は、昨年度スタートしたキャリ

アプログラムについて触れ、「１年次

から継続するキャリア教育で早期に

職業意識を向上させ、企業や仕事へ

の理解不足から生じるミスマッチを

なくす取り組みをしている。就職活

動期には通常の授業のカリキュラム

のほかに専門の『就活コーチング』を

配置し、学生一人ひとりの就職活動

の悩みや取り組み方について相談に

乗っている。今後も教職員一体とな

り、就職活動に挑む学生たちを万全

のサポート体制で支援していく」と

語った。採用担当者の話を熱心に聞く学生

満席となったガイダンスの様子

内定獲得に向けて始動3年生対象
就職ガイダンス

就職戦線を乗り切れ！ 学内企業セミナー　採用意欲高い120社招く

せていることの重要性について解説

があった。真剣な表情で講演に耳を

傾け、メモを取る参加者たちからは、

就職活動にかける熱意が早くも感じ

取れた。
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明海スポーツ 新たな目標に向かって！
体育会公式ホームページ　http://meikai-sports.jp

６月26日からイタリアで開催され

る2014年470級ジュニア世界選手権

大会の日本代表選手に、林優季（経済

学科２年）・木村沙耶佳（経済学科２

年）ペアと、太田貴弘選手（経済学科

２年）が選出された。

同ペアは先立って開催された2014

年国際470級ジュニア世界選手権大

会代表選考レースにおいて、２位を

獲得したことから出場権を獲得し

た。太田選手は次世代オリンピック

強化候補選手であり、本大会には早

稲田大学のクルーとして出場するこ

ととなった。また、本学ヨット部の脇

永達也コーチが日本選手団の帯同コ

ーチとして派遣される。

林選手は「ただ世界を経験するだ

体育会ヨット部

けではなく、プレーから学んでいき

たい。日本に戻ってきたら、この経験

をチームに還元してさらに成長した

い」と意気込みをみせている。

脇永コーチ

は「実力以上

のものは出せ

ないので、ま

ずはしっかり

と持っている

ものすべてを

出し切るこ

と。３人とも

日本代表クラ

スの実力は備

えていると思

うので、本来

５月18日に開催された千葉県大学

サッカー選手権大会兼総理大臣杯千

葉県代表決定戦の決勝において、本

学体育会サッカー部が国際武道大学

敗れた。

八津川義廣監督は「今回の敗戦に

よってチームとしてやらなければな

らないことを徹底する重要性や、自

分たちの役割と責任をグラウンド内

外で全うすることの大切さを実感で

きたのではないか。この敗戦を糧に、

チームとしてはもちろんだが、選

手・スタッフ全員がさらに成長して

いかなければいけない。まずは千葉

県大学サッカーリーグ１部連覇に向

けて頑張りたい」と語った。

を２-０で下し、３連覇を達成した。こ

れにより、「アミノバイタル」カップ

2014第３回関東大学サッカートーナ

メント大会プレーオフ（以下、プレー

オフ）への出場を決め、５月25日に本

学グラウンドで行われたプレーオフ

では成蹊大学と対戦し、５-０で勝利。

「アミノバイタル」カップ2014第３回

関東大学サッカートーナメント大会

（以下、関東大会）への切符を手に入

れた。

関東大会初戦では明治大学と対

戦。関東リーグ１部４位の強豪校相

手に互角の戦いを繰り広げ、前半は

０-０のまま終了。後半、先制点を獲

得するも、最後は一歩及ばず１-２で体育会サッカー部

イタリア出発に向けて学長を表敬訪問した選手たち

体育会サッカー部

千葉県大学選手権３連覇達成！

470級ジュニア世界選手権へ

の力が出せれば自ずと結果はついて

くる。また、３人は年齢的に来年も

狙えるので、今年限りではなく、次

も狙えるように積極的にチャレン

ジしてほしい」、國府田由隆監督は

「2020年の東京オリンピックに繋げ

ていくためにも、世界の壁を知って

きてほしい」と語った。

明海大学とジェフユナイテッド株
式会社が協定を結び、浦安市内の小
学生を対象とした「JEF UNITED-
MEIKAI-UNIV.チャリティーサッカ
ークリニック」を開設いたします。
詳細は次回の学報９月号にてお知ら
せいたします。



■プールエクササイズ
日程　7月8日（火）～7月13日（日）

■水中バレーボール
日時　7月13日（日）12：00～14：00

申込期間　6月24日（火）から7月6日（日）  
お問い合わせ　学事課（オープンカレッジ担当）

TEL：047-355-5115
E-mail：m-open＠meikai.ac.jp
詳しくは http://meikaiclub.jp をご覧ください。

2014サマーフェスティバル開催のお知らせオープン
カレッジ
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浦安キャンパス　10：30～15：00

7月20日（日）、8月2日（土）、8月23日（土）、

9月28日（日）、10月26日（日）

【入試相談会】 
7月26日（土）、8月29日（金）、11月16日（日）

坂戸キャンパス　10：30～16：00

外国語／経済／不動産／ホスピタリティ・ツーリズム学部

7月20日（日）、8月24日（日）、

10月11日（土）、10月12日（日）

【一般入試対策講座】 
11月15日（土）

歯学部

各日程の特別プログラム等は本学公式HPをご覧ください。
http://www.meikai.ac.jpOpen Campus 2014Open Campus 2014

お問い合わせ／企画広報課

TEL 047-355-1101
お問い合わせ／歯学部入試事務室

TEL 049-279-2852

今年度新たに入学した外国人留学

生のウエルカムパーティーが、５月

27日、浦安キャンパスで開催され、新

入留学生や在学生をはじめ、教職員、

浦安市国際交流協会（UIFA）の方な

どが、多数参加した。

毎年恒例となっているこのパーテ

ィーは、慣れない環境で生活を送る

新入留学生の不安を解消し、大学生

活に早く溶け込めるように、留学生

連合会の協力のもと開催している。

今年度は、学部・大学院・別科・特

別聴講学生から100人を超える新入

留学生が参加した。

パーティーは安井利一学長のあい

さつで開幕し、参加した留学生らは

歓談に興じたり記念写真を撮るな

新入外国人留学生ウエルカムパーティー
ど、存分に楽しんでいた。また、ビュ

ッフェ形式で用意された料理の中に

は初めて食べるものもあり、日本の

食文化にも関心を寄せていた。

パーティーの後半ではくじ引きに

よる抽選会が行われ、当選者が発表

されるたびに歓声があがるなど、会

場は大きな盛り上がりを見せた。

参加した新入留学生は「入学した

時はとても緊張していましたが、今

ではたくさんの友達ができました。

日本の伝統文化に興味があるので、

茶道や華道を習ってみたいです」と

笑顔で今後の展望を語った。

笑顔の外国人留学生

けやき祭
同時開催


